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◆足助の観光まちづくり
◆足助の植物
◆この素晴らしき世界  ～足助、山里の暮らし～
◆表紙の写真
◆～ 追悼・田中蕃さん～
　組織の長はマルチ人間であれ
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えてモミジやサクラを植栽し、登山道を整備して往来

の賑わいを取り戻そうということでした。住民総出の

モミジの植栽によって香嵐渓の原型が出来上がりまし

た。香嵐渓の名称は昭和５年に命名されました。足助

の観光まちづくりのすべての源がここにあると思いま

す。

　時を隔て、高度成長が終わったとき、町は過疎化に

よって活力を失いつつありました。そのとき標榜した

のが『保全を開発と信ずるまちづくり』でした。つま

り、山を削ったり川を埋めたりして新しい産業を興す

ことより、今ある歴史や文化や自然をしっかり見据え

て、新しい町の魅力を引き出していこうとするもので

す。それはモミジを一本一本植えて香嵐渓の風景を作

り上げた精神に相通じるものです。

　足助が行ってきた観光まちづくりの主な施策を時代

的に眺めてみますと、昭和５０年代の町並み保存、５５

年に三州足助屋敷の開館、６０年代からのカタクリや

シャガの山野草育成、平成２年の福祉センター百年草

鱸　雅守足助の観光まちづくり

　足助といえば香嵐渓といわれるほど、紅葉の名所「香

嵐渓」は近県ではよく知られるところです。昨今では、

昨年の日経新聞の紅葉ランキングで奥入瀬渓谷につい

で２位になり、全国的にもその名が知られるようにな

りました。事実、ここ数年、四国や九州からのツアー

もたびたび訪れます。この紅葉の名所は、今から３７０

年ほど前にスギやヒノキに加え、モミジの木を寺の境

内や参道に植えた三栄和尚に始まります。明治に入る

と近郷の村人の恰好の紅葉狩りの場となり、寺の名に

ちなんで香積寺のモミジと呼んで親しむようになりま

した。

　足助は古くから三河・尾張と信州・美濃を結ぶ交易

のまちとして、大いに賑わいを見せていました。しか

し明治の終わり頃には中央線が全通し、物資の輸送は

しだいに鉄道にとって代わられるようになりました。

おそらくまちの賑わいに翳りが見え始めたのではない

かと思います。そこでまちの人々が考えたのは、飯盛

山や巴川一帯を森林公園とすべく、スギやヒノキに代

土びなに見入るオールドファン

足助の町を飾る「たんころりん」
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は常に人為的に低木層が刈られることにより、特異

な草本植物群落が発達します。春には、キクザキイ

チリンソウ・ヒメカンアオイ・ヒトリシズカなどが

一斉に咲き、少し遅れてナベワリ・ウラシマソウ・

フタリシズカなども咲きます。さらに、真夏から秋

にかけては、キツネノカミソリ・ウバユリ・ハグロ

ソウ・ヤマホトトギスなども次々と咲き、３月から

９月にかけてはほとんど花が絶えることがありませ

ん。一方、山間地の田畑の土手や草刈り場に残って

いる植物も貴重で、フナバラソウ・ササユリ・スズ

サイコ・キキョウなどが目につきます。

　しかし、足助地区には東海丘陵要素植物（日本中

で東海地方の湿地やその周辺に固有及び特徴的に多

産又は隔離分布する植物）といわれる種類は非常に

少なく、シデコブシやシラタマホシクサなどは見る

ことができません。

　広大な足助地区ではまだ完全な植物調査が行われ

ていませんので、今後調査が進めば、まだまだ多く

の種類が見つけ出されるものと思われます。

（きたおか　あきひこ、豊田市森林課 主幹）

昭和３０年代半ば以降ほとんどお蔵入りをしてしまっ

た土びなにスポットが当てられたこと、まちのおばあ

さんたちがすすんで店先や家の前で説明やもてなしを

していることなど、もともとその土壌に根付いている

ことのリメークで成り立っていることです。

　合併後、足助は大きく変わろうとしています。変わ

ってよくなることは勿論ですが、変わって悪くなるこ

とも少なくないと思います。あせらず急がず、どっし

りと腰を据えて変わらないようで少しずつ変わってい

く、そんな観光地でありたいと思います。

（すずき　まさもり、足助観光協会 事務局長）

オープン、同５年のまちおこしグループ・ＡＴ２１倶楽

部の立ち上げ、１１年の中馬のおひなさんの開始、１４

年のたんころりんの開始などがあります。これらに共

通することは、決して他所の物まねでないこと、保全

を開発とする信条で足助の潜在する資源に深く根ざし

ていることです。ことに観光協会等民間機関や住民が

主となって手がけてきたものは、資金はないけれど、

時間と手間をかけて育ててきたものです。

　すっかり早春の風物詩となったカタクリの花が咲く

頃、２月～３月にかけて賑わう中馬のおひなさん。こ

のイベントの良さは、古い町並みがバックにあること、

足助の植物
北岡明彦

　旧足助町は標高７０～１,１２０ｍ（寧比曽岳山頂）に

及び、その地質は東部地区のみ変成岩であるほかは、

ほぼ全域が花崗岩から成ります。

　潜在自然植生としては、標高８００ｍ程度以上はブ

ナ─ミズナラ林、標高５００m程度以下はツブラジイ

─アラカシ林、その間はモミ─シラカシ林などが成

立していたと思われますが、人工林化や二次林化が

進んだ結果、現在では各所の神社や尾根・岩石地な

どにわずかに痕跡が残るのみです。区域内に現存す

る植物群落としては、香嵐渓にある香積寺裏山のモ

ミ─シラカシ林、田振町から下国谷町の巴川沿いに

あるエドヒガン群落、御内町にある田之士里湿原（県

指定自然環境保全地域）などが貴重なものです。

　植物相からみると、寧比曽岳周辺にブナ・チチブ

ドウダン・シコク

スミレなど温帯性

の植物がわずかに

残ったり、西部地

区を中心にヤマヒ

ョウタンボク・イ

ナモリソウ・キソ

キバナアキギリや

暖帯性のコショウ

ノキ・タブノキな

どが北上して分布

することなどが注

目されます。また、

紅葉やカタクリで

有名な香嵐渓周辺キソキバナアキギリ

カタクリ




